








要約 

メソトレキセート(MTX)や過剰チミジン(excessTdR)を用いて,培養リンパ球や骨髄細胞で,

微細な分析が可能な分裂前期細胞を効率よく収獲する方法について検討した。 

今回の実験で,Paris 規約(1971)に記載されたバンドの約 3倍のバンンドを同定した。本法

の応用により,従来は原因不明とされていた心身障害児の内から,染色体の微小な変化に基

づく症例が相次いで同定されるものと期待される｡ 


